
会長より市長に「令和３年度に向けた守山市農業施策についての意見書」を手渡す。

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
感
染

者
が
増
加
し
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
活
動
の

自
粛
や
飲
食
店
の
時
短
営
業
等
が
要
請
さ
れ
、
日
常
生
活
や
経

済
活
動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

感
染
予
防
に
「
３
密
」
を
避
け
る
な
ど
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
委
員
会
は
、
日
頃
よ
り
農
地
の
利
用
に
向
け
農

業
者
の
意
向
を
確
認
し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
農

地
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
、
担
い
手
の
確
保
や
新
規
参
入
の

促
進
、
女
性
の
農
業
者
社
会
へ
の
参
画
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
折
し
も
、
今
年
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
状
況
に
よ
り
、
活
動

等
が
制
限
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
実
質
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
実
質
化
と
は
、５
年
後
、10
年
後
に「
地

域
の
農
地
を
誰
が
担
っ
て
く
れ
る
の
か
」「
誰
に
農
地
を
集
積
・

集
約
化
し
て
い
く
の
か
」
を
地
域
の
農
業
者
が
話
し
合
っ
て
将

来
の
方
針
を
決
め
て
い
く
こ
と
で
す
。こ
の
中
で
、農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
守
山
市
と
と
も
に
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
地
域
農
業
の
将
来
の
方
針
を
決
め
る
重
要
な

話
し
合
い
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
一
同
は
、
守
山
市
の
農
政
・
農
業
の
推
進
の
一
翼
を
担
う

者
と
し
て
、
本
市
の
農
業
の
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

守
山
市
農
業
委
員
会　
会
長　
秋
　
山
　
新
　
治

農
業
委
員

　

北
野　

豊
弘

　

川
島　

忠
文

　

林　
　

茂
一

　

石
田　

達
男

　

木
村
伊
太
郎

　

寺
田　

久
重
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善
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下
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戸
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守
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麻
紀
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園
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寺
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英
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秋
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新
治

農
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最
適
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推
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委
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今
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和
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宣
男

　

岩
本　
　

剛

　

杉
江
八
寿
生

　

宮
嶋　

國
彦

　

中
嶌　

邦
文

　

中
出　

克
己

　

高
橋　

謙
二

　

西
村　

雅
行

　

山
本　

隆
浩

　

今
井　

茂
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本
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康
吉

　

山
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繁
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岩
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英
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潔

守山市賃借料情報
　平成31年１月から令和元年12月までに締結された賃貸借における賃借料平均（10a当たり）は、以下のとおりで
す。ただし、平均額等を基に賃借料を決定する際には、ほ場の区画や畦畔・用排水路の状態に応じて当事者間で相
談し調整してください。（既に賃貸借設定されている期間中は、その契約内容に従ってください。）
� 令和２年11月10日　守山市農業委員会

� 10a当たり（単位：円）

区分 学区名 平均額 最高額 最低額 データ数 <参考>平均額
（H30.1 ～ H30.12）

田

守 山 学 区 4,650 6,000 2,500 10 4,163
吉 身 学 区 － － － － 7,000
小 津 学 区 7,888 10,000 3,200 129 7,868
玉 津 学 区 9,330 12,000 5,000 130 9,480
河 西 学 区 7,633 12,000 3,541 90 7,139
速 野 学 区 8,576 12,000 3,200 153 9,186
中 洲 学 区 10,085 12,000 5,600 236 9,965

畑

守 山 学 区

6,597 10,000 5,000 10 6,306

吉 身 学 区
小 津 学 区
玉 津 学 区
河 西 学 区
速 野 学 区
中 洲 学 区
野洲川地区農地開発区域 1,865 2,000 1,596 12 ―（注１）

※データ数は、集計に用いた筆数です。
※賃借料を物納支給（米）としている場合は、60kg当たり12,000円に換算しています。
※平均額は、各区分の10a当たりの賃借料合計をデータ数で割った値です。
　（全賃借料データの平均値×1.7（野洲川 1.8)以上および平均値×0.3（野洲川0.2）以下を除外しています。）
（注１）平均額は6,100円となるが、今年の平均額との相違が著しいため参考に値しないので「未表示」とします。

農業委員
№ 氏　名 担当区域
1 北野　豊弘 播磨田町、今市町、荒見町
2 川島　忠文 小島町、川田町、笠原町、中町
3 林　　茂一 今浜町
4 石田　達男 矢島町、石田町
5 木村伊太郎 新庄町、服部町、立田町
6 寺田　久重 金森町、三宅町、大林町、欲賀町

7 林　　善治 守山、下之郷、吉身、岡町、立入町、
浮気町

8 下村　　耕 水保町
9 戸田　守晃 幸津川町、小浜町
10 山本麻紀代 赤野井町、十二里町

11 園田　耕三 勝部、今宿、焔魔堂町、二町町、古高町、
大門町、横江町、千代町、阿村町、伊勢町

12 寺田　英子 森川原町、山賀町、杉江町
13 秋山　新治 洲本町、木浜町

農地利用最適化推進委員
№ 氏　名 担 当 区 域

1 今井　和雄 勝部、今宿、焔魔堂町、二町町、古高町、
大門町、横江町、千代町、阿村町、伊勢町

2 林　　宣男 守山、下之郷、吉身、岡町、立入町、
浮気町

3 岩本　　剛 金森町、三宅町、大林町、欲賀町
4 杉江八寿生 森川原町、山賀町、杉江町
5 宮嶋　國彦 矢島町、石田町
6 中嶌　邦文 赤野井町、十二里町
7 中出　克己 小島町、川田町、笠原町、中町
8 高橋　謙二 播磨田町、今市町、荒見町
9 西村　雅行 水保町
10 山本　隆浩 洲本町、木浜町
11 今井　茂嗣 今浜町
12 本城　康吉 立田町
13 山本　繁二 新庄町、服部町、小浜町
14 岩井　英男 幸津川町
15 西村　　潔 野洲川跡地（北流南流畑地帯）

農業委員・農地利用最適化推進委員　担当区域一覧表

　　令和 3年 1月 1日 第 135 号　農 委 だ よ り 　第 135 号 農 委 だ よ り 　　令和 3年 1月 1日　　（4）（1）

令和３年１月１日発行
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農
地
法
は
、
農
地
を
農
地
以
外

の
も
の
に
す
る
こ
と
を
規
制
し
、

農
地
に
つ
い
て
の
権
利
の
取
得
、

農
地
の
利
用
関
係
を
調
整
、
農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作

者
の
地
位
の
安
定
と
国
内
の
農
業

生
産
の
増
大
を
図
り
、
国
民
に
食

料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た

法
律
で
す
。（
一
部
要
約
）

　

農
地
法
で
は
、
農
地
と
は
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
い

ま
す
。
登
記
簿
の
地
目
欄
に「
田
・

畑
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
に
関
わ
り
な
く
、
土
地
の
現
況

で
判
断
さ
れ
ま
す
。

■
農
地
と
は
？

　

自
己
所
有
の
農
地
に
家
を
建
て

る
時
な
ど
、
自
分
の
農
地
を
耕
作

目
的
以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
必

要
な
許
可
で
す
。

　

※
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
な

ど
）
に
変
更
す
る
場
合
の
許
可
申

請
で
す
。
自
己
転
用
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
自
分
で
転
用

し
、
自
分
で
使
用
す
る
場
合
の
み

で
す
。
転
用
し
た
後
に
売
る
こ
と

が
目
的
の
場
合
は
４
条
申
請
は
出

来
ま
せ
ん
。

■
農
地
法
４
条
許
可

　

市
街
化
区
域
内
で
は
、
市
街
化

が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
農
地
転
用

の
要
件
は
緩
や
か
で
、
許
可
で
は

な
く
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

（
農
地
法
４
条
・
５
条
届
出
）

○
許
可
の
有
効
要
件

　

農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
、

許
可
を
受
け
な
い
で
し
た
行
為
は

効
力
を
生
じ
ま
せ
ん
。

○
違
反
に
対
す
る
罰
則

　

違
反
行
為
に
は
、
３
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

○�

農
業
委
員
会
は
、
違
反
転
用
者

に
対
し
、
許
可
の
取
り
消
し
、

ま
た
は
工
事
そ
の
他
の
行
為
の

停
止
や
原
状
回
復
、
違
反
是
正

の
た
め
の
措
置
を
命
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■�

農
地
法
の
規
定
に
よ
る
許
可

の
性
質

　

農
地
の
売
買
や
転
用
を
考
え
て

い
る
方
は
、
地
元
の
農
業
委
員
ま

た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
土
地

の
地
名
、
地
番
を
調
べ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

■�

農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転

用
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ま

ず
相
談
を
！

　

農
業
者
の
所
有
農
地
に
農
業
用

倉
庫
や
農
機
具
置
場
な
ど
の
農
業

用
施
設
を
建
て
る
場
合
は
、
事
前

に
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、敷
地
面
積
は
２
０
０�

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
こ
れ
を

超
え
る
場
合
は
農
地
法
第
４
条
許

可
申
請
と
な
り
ま
す
。

■�

農
業
用
施
設
等
を
建
築
す
る

場
合

　

農
地
の
所
有
者
以
外
の
第
三
者

が
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
必
要

な
許
可
で
す
。

■
農
地
法
５
条
許
可

■
農
地
法
３
条
許
可

農
地
の
売
買
や
賃
貸
借

　

自
分
の
農
地
の
所
有
権
を
移
転

し
た
り
、
小
作
地
と
し
て
賃
貸
借

し
た
り
す
る
場
合
に
必
要
な
許
可

で
す
。
農
地
を
農
地
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
利
用
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
向
け
た
守
山
市
農
業
施
策
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

農
業
委
員
会
は
、
昨
年
の
11
月
26
日
に
市
長
に
対
し
、
令

和
３
年
度
守
山
市
農
政
施
策
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
38
条

に
よ
り
「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
事
項
」
に
基
づ

き
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
意
見
を
申
し
述
べ
る
も
の

で
す
。�

（
抜
粋
）

１　

担
い
手
の
安
定
し
た
農
業
経
営
に
つ
い
て

　

地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者
や
営
農
組
織
が

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た

農
業
経
営
に
お
い
て
は
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
不

可
欠
な
こ
と
か
ら
、
次
の
取
り
組
み
の
支
援
を
さ
れ
た
い
。

　

⑴�

毎
年
、
担
い
手
の
高
齢
化
に
よ
る
リ
タ
イ
ア
が
散
見
さ

れ
る
た
め
、
担
い
手
や
集
落
営
農
組
織
の
安
定
し
た
経

営
に
向
け
、
積
極
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
情
報
や
意

見
交
換
が
行
え
る
体
制
の
創
設
。

　

⑵�

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
機
構
集
積
協
力
金
や
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
の
支
援
措
置
を
受
け
る
場
合

の
要
件
で
あ
る
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
な
い
地
域
も
含

め
実
質
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

　

⑶�

認
定
農
家
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
就
農

者
等
か
ら
認
定
農
家
へ
導
く
こ
と
や
手
続
き
の
簡
素
化

な
ど
移
行
に
伴
う
支
援
。

　

⑷�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
米
の
需
要

が
減
少
し
価
格
が
下
が
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高

収
益
が
期
待
で
き
る
園
芸
作
物
や
新
た
な
土
地
利
用
型

畑
作
物
の
モ
デ
ル
的
経
営
体
の
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
。

２　

新
規
就
農
者
お
よ
び
農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

　

⑴�

農
家
子
弟
が
親
元
就
農
す
る
に
も
農
業
機
械
や
施
設
の

大
型
化
を
図
る
た
め
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い

農
家
の
後
継
者
に
対
し
て
、
市
独
自
の
給
付
制
度
の
創

設
の
検
討
。

　

⑵�

農
業
経
営
発
展
の
た
め
の
事
業
継
承
や
雇
用
確
保
、
対

外
信
用
力
の
向
上
等
を
考
慮
す
る
と
法
人
化
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援
。

　

⑶�

水
稲
の
新
規
就
農
者
の
育
成
と
し
て
、
兵
庫
県
三
田
市

の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
実
習
生
を
受
け
入
れ
農
業
技
術
を

取
得
す
る
制
度
を
参
考
に
し
、「
第
三
者
継
承
」
へ
導

く
対
策
。

　

⑷�

女
性
が
農
業
経
営
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
農
産
物
加
工

な
ど
経
営
の
多
角
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
意
欲

あ
る
女
性
農
業
者
の
育
成
・
支
援
の
取
り
組
み
。

３　

計
画
的
な
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
実
施
に
つ
い
て

　

⑴�

農
地
中
間
管
理
事
業
に
か
か
る
「
機
構
関
連
事
業
」
等

に
よ
る
基
盤
整
備
の
制
度
の
条
件
が
厳
し
い
た
め
、
国

や
県
へ
の
条
件
の
緩
和
の
働
き
か
け
。

　

⑵�

農
道
・
水
路
等
の
経
年
劣
化
に
よ
り
営
農
お
よ
び
地
域

の
防
災
面
に
お
い
て
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
各

土
地
改
良
区
が
行
う
改
修
事
業
等
の
支
援
の
充
実
と
十

分
な
予
算
措
置
。

４　

遊
休
農
地
対
策
お
よ
び
農
地
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

農
業
に
関
心
が
な
い
者
や
遠
方
の
者
が
農
地
を
相
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
管
理
や
耕
作
が
で
き
な
く
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
お
り
、市
民
生
活
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
支
援
を
さ
れ
た
い
。

　

⑴�

遊
休
農
地
を
解
消
す
る
国
の
補
助
事
業
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
遊
休
農
地
解
消
事
業
へ
の
補
助
金
を
復
活

す
る
よ
う
国
、
県
へ
の
働
き
か
け
。

　

⑵�

休
耕
田
の
草
刈
り
や
耕
運
な
ど
の
農
作
業
を
受
託
す
る

機
能
を
有
す
る
よ
う
な
組
織
と
し
て
、
既
存
の
農
業
組

合
の
組
織
強
化
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
支
援
。

　

⑶�

農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
確
保
し
良
好
な
生
活
空
間

を
守
る
に
あ
た
っ
て
、
兼
業
農
家
や
自
給
的
農
家
も
活

躍
し
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
地

の
管
理
が
継
続
で
き
る
支
援
。

５　

守
山
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　

モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
を
始
め
と
す
る
守
山
産
農
産
物
等
の
生

産
者
の
育
成
・
確
保
と
、
さ
ら
な
る
守
山
ブ
ラ
ン
ド
の
発

掘
・
認
証
に
取
り
組
む
と
と
も
に
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
。

６　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
農
産
物

の
販
売
機
会
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
次
の
支
援
の

検
討
を
さ
れ
た
い
。

　

⑴�

早
急
な
出
荷
・
販
売
の
回
復
等
に
つ
な
が
る
新
た
な
経

営
改
善
の
取
り
組
み
の
支
援
。

　

⑵�

滋
賀
県
が
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
「
農
産
物
の
宅
配

１
０
０
円
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
支
援
を
行
い
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
農
産
物
の
販
売

の
た
め
の
宅
配
料
金
の
助
成
支
援
。

７　

地
域
の
農
業
組
合
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

農
業
組
合
は
行
政
が
推
進
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

実
質
化
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
等
に
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
、
弱
体
化
を
防
ぐ
た
め
、
農
業
組
合

の
編
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
行
政
の
積
極
的

な
関
与
を
さ
れ
た
い
。

農
地
法
の
解
説

　

※
農
地
を
買
っ
た
人
が
そ
の
ま

ま
農
地
と
し
て
利
用
す
る
場
合
の

許
可
申
請
で
す
。（
俗
に
言
う
所

有
権
移
転
で
す
）
た
だ
し
、
買
っ

た
人
が
農
地
を
駐
車
場
な
ど
に
変

更
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
許
可
に
は
耕
作
要
件
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
を
使
用
収
益
す
る
権
利
を

持
っ
て
い
な
い
者
が
、
農
地
を
買

い
受
け
、
あ
る
い
は
賃
借
し
、
宅

地
に
変
え
て
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
な
ど
に
必
要
な
許
可
で
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　

電
話　

五
八
二
―
一
一
五
二

■
問
い
合
わ
せ
先

★土地利用区分★
（都市計画法、農業振興地域整備に関する法律による区分）

◇
市
街
化
区
域

〇市街化調整区域

□農業振興地域

●農用地区域

○□農地転用許可必要　　◇農地転用届出
●�農地転用原則不許可（農用地区域の除外手続
完了の場合を除く）

　　令和 3年 1月 1日 第 135 号　農 委 だ よ り 　第 135 号 農 委 だ よ り 　　令和 3年 1月 1日　　（2）（3）


